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豊中和太鼓まつり１５周年記念公演

子育て中だからできる「わたしの未来応援ブック」の発行

大阪府シルバーアドバイザー養成講座

カラフルキッチン　とよなかま

38回の講義を通して地域福祉について学びました。学習成果発表会は、「高齢者
支援と防災」や「シニアの居場所」など６班に分かれて実施しました。今後は、地域
団体の協力を得て高齢者が集う居場所を蛍池に開設、修了生27人が運営に関わ
ります。

市内の和太鼓サークル8つが企画実施し、1380人が来場。服部緑地野外音楽堂の
行事として市民のみなさまに定着してきました。サークルを超えて結成した桶太鼓
チームや和太鼓の体験者も増え、観覧者も巻き込んだ参加型のまつりとなりまし
た。今後も、和太鼓を通して人の輪を広げていきたいです。

安心できる子育て環境のために活動した10年を振り返った冊子「SOUZOU」を
3000部作成。今まで関わったメンバーや関連団体とのつながりを深めることがで
きました。また、食育講座やコンサートを実施したお披露目イベントには親子140
人が来場。この冊子をきっかけに親が元気になれるようなサポートをしていきます。

多様な文化に触れた子どもたちは将来の国際理解に、外国にルーツを持つ子は母
国に誇りを持つ機会となり、活動の必要性を感じました。助成事業を通して様々な
団体とのつながりがうまれ、参加者も増加。公民館の講座に招かれるなど、事業継
続に向けた活動を行いました。今後も、さらに活動の幅を広げていきたいです。

豊中和太鼓サークル連絡会 助成額：42万3000円
豊中市内で活動する和太鼓サークルの交流を図り連携を深める。伝統文化である和太鼓の魅力を伝える

赤ちゃんからのＥＳＤ 助成額：4万9000円
子育て中の保護者を地域につなぐ活動のノウハウを紹介する冊子を作成

助成額50万円 NPO法人大阪府北部コミュニティカレッジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域コミュニティづくりに参画するための学ぶ場を提供

助成額9万3000円 とよなかま
　　　　　　小中学生を対象に国際的なテーマの料理教室を外国人講師を迎えて開催、文化交流の場を提供する
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とよなか夢基金とよなか夢基金

とよなか夢基金は、みなさまからの寄付金を市が受

けとって積み立てる貯金箱のような仕組みです。

積み立てた寄付金は、毎年さまざまな社会貢献活動

への助成金として活かされます。

夢夢
地 域 で が ん ばる 人 たち に 届 けま す
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温 か い お 気 持 ち に 感 謝 し ま す

平成27年度にご寄付いただいたみなさま（敬称略）
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とよなか夢基金　助成事業
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活 動活 動共 感共 感

市民・事業者など市民・事業者など 市民公益活動市民公益活動
豊 中 市 内 の豊 中 市 内 の

み な さ ま か ら

480万2350円480万2350円

 の寄付をいただきました！



とよなか夢基金　助成事業

1 4 の 市 民 公 益 活 動 に １ ９ ９ 万 ７ ０ ０ ０ 円 を 助 成 し ま し た ！
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できました！

今年度の助成事業は、子育て支援や安心・安全なまちづくり、多世代・国際交流など多岐にわたりました。みなさまに感謝をこめてご紹介いたします。
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生きづらさを抱える人とご家族の居場所『みんなのＥ場所』

豊中市民による地元文化の継承事業

子どもがつくる多世代交流型ＺＩＮＥ『だんらんしんぶん』
ジ ン

国際交流広場ワイワイガヤガヤ～「おもろいゼミ」～泉丘どこでもボランティア５事業

災害時帰宅困難者体験訓練

元気と笑顔のお届け便リメイクプロジェクト（演劇青春塾わにまーる第２章）

毎月発行する広報誌「どこボラはっぴいニュース」の発行を500部から800部に増
刷。読者の増加に伴い、健康講座やイベントなどの参加者も増え、特に音楽ライブ
には165人が参加しました。引き続き、住み慣れた地域で高齢者が自立して生活
する後押しができるよう活動していきたいです。

保健師や社会保険労務士などを迎え、講座や座談会を12回開催、78人が参加し
ました。また、外部講師以外にも、参加者（薬剤師）を中心に薬について学ぶ機会
も。生きづらさを抱えている仲間ということもあり、くつろいだ雰囲気で学ぶことが
できました。今後は、参加者の話をじっくり聞く場づくりをしていきたいです。

庄内地域の高齢者と若者が祭りを中心とした昔から続く文化について意見交換を
行いました。地域活動の多くが高齢者主体のなかで、多世代で地域の魅力を学ぶ
新たな試みとなりました。また、若者は昔ながらの地域住民のつながりの素晴らし
さや大変さを学ぶ機会となりました。

地震等の災害時に電車が不通となることを想定して千里中央駅から新大阪駅まで
徒歩で帰宅する「帰宅困難者訓練」を9月4日に実施。昨年と比べて参加者が664
人に増加し、認知度も高まりました。あわせて、協賛企業、参加団体や学生ボランテ
ィアも増えました。

小学生35人が「だんらんしんぶん」を3回発行。講座や取材・紙面づくりを通して学
校や学年を超えた交流ができ、自己表現につながり成長しています。地域の人や
団体と交流し、単独ではできないことを共催で行うなど、活動の幅が広がると共に
認知度も上がりました。今後も、より地域に開かれたイベントを開催したいです。

イキル応援プロジェクトLife Power 助成額：6万2000円
うつや引きこもりなどで社会参加がしづらい人とその家族のための居場所をつくる

幸和太鼓青年団　こうわのわ 助成額：3万4000円
庄内地域の祭りを通じて多世代の地域コミュニティの再構築をはかる

団欒長屋プロジェクト 助成額：10万円
子どもが中心となって、蛍池界隈で活躍するユニークな人を紹介するZINE（小冊子）をつくり多世代交流をはかる

助成額10万円 泉丘どこでもボランティア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講座やイベントを通じて高齢者の孤立を防ぎ自己実現の場を提供する

助成額10万円 災害時帰宅困難者体験訓練実行委員会
　　　　　　　　　　　　　自治会や福祉委員会など地域団体が連携して、地域住民に防災意識の向上をはかる

事業の名称、実施した団体、助成額、活動概要、各事業の写真、団体からのメッセージを掲載しています。「ここに注目！」は、各団体からの事業実績報告書や市の取材をもとに作成しました。

演劇ワークショップを行い、のべ54人が参加しました。今年度は対象者を広げるた
め、Webの活用やちらしの配布など情報発信の強化に努めました。また、デイサー
ビスや地域でのイベントに積極的に出向き、多くの人に元気と笑顔を届けました。
今後は、他団体と連携するなど、多彩な活動を展開していきます。

助成額10万円 シアターワーク豊中そらまめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演劇を通して生きづらさを感じる多世代の居場所をつくる
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ネパール・ペルー・韓国・中国出身のゲストを迎え、食文化や音楽などを通じた国
際交流の場を6回開催しました。また、海外の日本語教育やNGO活動を紹介するこ
とで国際貢献の啓発ができました。今後も国際理解の一助として、在住外国人と地
域住民の出会いの場づくりをしていきたいです。

特定非営利活動法人国際交流団体未来 助成額：8万3000円
豊中市に在住する外国人と日本人の交流の場をつくり、国際理解の啓発活動を行う

わにまーる放課後塾

子どもたちが安心して学習できる環境と、学校でも家庭でもない第3の居場所を岡
町につくることができました。講師であり、活動の中心を担う大学生も地域の人と関
わることができ、活動の必要性を感じました。また、他団体の協力を得て庄内校を開
講。今後は、つながりができた団体の協力を得て、活動を継続していきたいです。

助成額10万円 ODEN(Okamachi Deep Education Network)
　　　　　　　　　　　　　　　　ひとり親家庭の子どもや外国人家庭の子どもの学習サポートと居場所づくり

広がれ！地域のわんぱく仲間！（子どもを元気に育む地域のネットワーク作り）

春日町で週2回行う幼児の遊び場（のべ140人参加）に加え、千里地域で親子の遊
び場を10回開催し、のべ56組が参加。父親中心の活動団体と子育て中の男性が集
まるイベントを新たに実施し、父親どうしのゆるやかなつながりも生まれました。今
後は、人材育成に力をいれ、活動の場所や回数を増やし活動の幅を広げたいです。

NPO法人キッズ＆子育て応援隊Merry Time 助成額：20万5000円
子どもが親と離れて社会生活を始める最初の場を提供。群れ遊びのなかで人間関係を育む

女性のエンパワメント事業「ママになった記念祭」「幸せなお産・子育てのための妊娠前教室」

産後間もない母親を対象にした「ママになった記念祭」には親子25組、また「妊娠
前教室」にはのべ20人が参加しました。また、公民館や他団体の公演に招かれる
など、活動が広がりました。今後も、助成事業を通してうまれた新たなつながりを活
かし、様々な団体と積極的に交流していきたいです。

助成額4万8000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 誕生教育劇団1276座
　　　　　　妊娠出産による心身の変化を知る機会を提供、参加者同士の交流を通じ出産を振り返る機会を提供する
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